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競技復帰はどこまで可能になったか
―

上
女子バスケ ッ トボール選手の前十字靭帯損傷

榎本 日出夫 (日 立戸塚女子バスケッ トボール)

構成/編集部

連載く11)私の トレーニング・ ア ドバィス
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治塀黒は石雀かに

進歩 したけれ ども

すでにご存 じの方 も多いと思 う

が、膝の致命的なケガとして、前

十字靱帯損傷がある。 この靭帯は、

ス トップや ターンを行 うのに重要

な役割 を呆たすため、これが切れ

てしまうと、それ らの動 きが うま

く行えな くなる。 また、無理 して

プレー を続けると、ひどい痛みや

腫れが起 きるばか りでな く、半月

板やその他の靭帯などまで傷めて

しまうこともある (ケ ガ したほう

の脚をかばいなが らプレーするこ

とで、反対の膝 を傷めることもあ

る)。

この前十字靱帯損傷は、器械体

操やバスケッ トボールの女子選手

に特に多いといわれている。そし

て、女子パスケッ トボール選手に

関 して私が知る限 り、この前十字

靱帯損傷の断裂は、意外 と簡単に

起 きてしまうことがある。致命的

なケガが、あっけないほ ど簡単に

起 きる。

また、前十字靱帯損傷の診断や

治療に関 して、十数年前 までは確

立されていなかったために、今か

ら考えればおそらく前十字靱帯損

傷だったと思われる選手が、
｀
治ら

ない膝の痛み
″

を抱えたまま引退

することも珍 しくなかった。

現在では、スポー ア`医学を勉強

する ドクターが増えてきたので、

前十字靭帯損傷に対す る適切な治

療が受けられるようになってきた

が、それで もなお、前十字靱帯損

傷 とは知 らないまま、
｀
治 らない膝

の痛み
″

を抱える選手は数 多いの

ではないか と思われる。 この辺の

問題点
―

前十抑 帯筋 とはど

ういうケガか、その診断 と治療の

難 しさなどに関 しては、本誌1985

年 9-10月 号の座談会 (「 女子バス

ケットボール選手の膝前十字靱帯

損傷」)で述べてあるので、できれ

ばご一読いただ きたい。

今回のこの連載では、前十字靱

帯損傷の手術か らの競技復帰 をテ

ーマに、 日立戸塚女子バスケッ ト

ボール部 (以下、 日立戸塚 と略 )

の例 をお話 ししたいと思 う。前十

字靱帯損傷の診断や治療はここ十

数年急速に進歩 してきて、競技復

帰が可能な段階にまできているが

それで も実際には、選手が競技復

帰 を果たす までには、多 くの困難

がある。「診断や治療が確立 してき

たからケガをしても大丈夫」 とい

うわけには とて もいかない。む じ

ろ、前十字靭帯損傷は、現段階で

はやは り選手に とって致命的なケ

ガだと考えざるをえない。

スポーツ医学 を理解す る ドクタ

ーが増えてきたとはいって も、前

十字靱帯損傷の手術が行 える専門

的な病院はそれほど多くない と思

われる。運 よくそこで治療が受け

られ、手術が うまくいったとして

も、本格的な競技復帰 までには 1

年以上は優にかかる (現在、競技

復帰 までの リハ ビリテー ションの

期間が短縮化されつつあるとい う

が )。

仮に高校の選手を考えた場合、

1年 とか 1年半のプランクがその

選手にとってどうい う意味を持つ

かは容易に想像がつ くことと思 う。

社会人チームの場合 も、事情はさ

して変わらない。

私は、前十字靱帯損傷の診断や

治療の進歩が、競技復帰に役立た

ないといっているわけでは決 して

ない。逆に、 日立戸塚では、その

進歩の恩恵を最大限に受けている

といってよい。 しか し、だか らこ

そ一層、競技復帰の困難 さが分か

るし、それをみなさんに訴えたい

と思 う。それは前十字靱帯損傷 を

起 こさないようにす ること、つ ま

り予防の重要性 を知 っていただき

たいか らである。

前置きが長 くなったが、今回 と

次回の 2回に分けて、 日立戸塚に

おける「前十字靱帯損傷 と競技復

帰」の最新情報 を紹介 したい。内

容は、前十字靱帯損傷の再建手術

か ら競技復帰 した 1人の選手、宮

永美和 (昨年度で引退)を交えた

座談会か らの要約・抜粋である。

彼女の前にも前十字靱帯損傷の手

術 を受 けた選手 は いたが、チー

ム・ ドクターや トレー ナー の管

理・指導が行 き届いた状態での競

技復帰は彼女が初めてといってよ

いと思 う。

座談会の出席者はほかに、 トレ

ーナーの佐藤利香、本誌編集部の

K氏、そして私である。競技復帰

と一口にいうが、そこに至 るまで
―

―

―

こ
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の長い過程 で、選手 自身や トレー

ナーが何 を考 え、何 を したか、チ

ームの事 情 は どうだ ったのか な ど

をな るべ く具体的に知 って いただ

きたい と思 って、 こ うした座 談会

の形式 をあぇて採 ってみ た。

*     *     *

手術 に踏み切 るまで

榎本 :今 日は、前十字靭帯損傷の

手術から復帰 まで、特にチームに

戻って トレーニングを始め、実際

に試合に出るまでの話を中心に進

めていきたいと思います。マツ (座

談会に出席 した宮永選手の愛称 )

にはこの機会に、手術 を経験 した

選手 として、本当の痛み とかつ ら

さについて語ってもらえれば と思

います。

まず、前十字靱帯損傷の診断や

治療が進んできたとはいって も、

実際にその手術 を受け ることを決

めるまでに、我々 としては大いに

思い悩みます。その辺の話か らま

ず入っていきたいと思います。

例えば、10年 くらい前には、 ま

だ今のようにチーム・ ドクター と

して増島先生に診て もらっていな

かったわけですがその当時、選手

が膝の手術 をす ることにな り、そ

の担当の ドクターに、手術の内容

などについて詳 しく教 えて もらお

うと思って も、医師の道義上の間

題 とかで教えて もらえないことが

あった。選手に手術 を受けさせ る

ということは、私に とって も大 き

な問題で、手術の内容や成功の可

能性、復帰の見通 しなど、いろい

ろなことを監督の立場 として考 え

ざるをえない。知 らなか った、分

か らなかったではす まされない。

現在は、チーム・ ドクターの増

島先生や佐藤 トレーナーがいるの

で、彼 らといろいろな角度か ら手

術 をすべ きかどうかを話 し合 うだ

けでな く、 もちろん本人や その両

親 とも十分に話 し合 った うえで決

めるように している。

だから、本人が どうして も手術

手 術 後の 競 技 復 帰 は 約 1年が メ ドとな る

をしたいといって も、私やチーム・

ドクター、 トレーナーなどの判断

(・、手術 を思い とどまらせ るよう

に説得 したことも過去にあった。

その選手の場合、すでに引退に近

い年齢だった し、 日常生活を送 る

のには必ず しも手術 をす る必要が

なかったか らです。

佐藤 :増 島先生は、 目的のはっき

りしない手術は しない とい う方針

です。何のために手術 をするのか、

復帰のためか、それ とも一般の生

活 をするためにか、まずその 目的

をはっきり持 った うえで話 し合 う。

昨年引退 した選手で、両膝 とも前

十宇靱帯 を損傷 したために、それ

では 日常生活に も支障があるので、

プ レーには復帰 しないことを前提

に手術をした選手 もいます。

TJ:宮 永 さん 自身は、手術 をす

ることに対 してどういう考ぇだっ

たんですか。

宮永 :私の場合、 日立戸塚に入っ

て 1年 目に前十宇靱帯 を切 ったの

と、私の前に結城 さん とい う先斐

が手術をしていたので、当然 とい

う雰囲気で、手術 を受け るこ とに

しました。その頃 (昭 和58年 10月 )

は、前十字靭帯損傷 とい うのが ど

ういうものか全然知 らな くて、ケ

ガをしてそれを切 ると当然手術 を

受けなくてはいけないと思 ってい

た し、 また I年 くらいた登て:Jイ夏ブ需

ができるとい うことくらいに しか

tL0)l v-=>r'V Fr{,f j(

考 ぇてい ませ んで した。

榎本 :本人に してみれば、 ほかの

選 手 も手術 を受 けて い る とい う安

心感iが あ る し、禾ムた ち :こ して も手

術 を奨 め る以上 には本 人 を不安 が

らせ るよ り勇気つ・け るこ とをい う

の で、手術 を受 け る時点 で はそれ

ほ ど悩 みは なか ったのか も しれ な

しか し、本 人に手術 を奨 め るま

でには、我 々 としては大変 に思 い

悩 む わけです。例 えば、手術後、

復 帰 した として、「 その選 手 をど う

い うふ うに使 うつ も りか」「 どの く

らいの頻度 でその選 手 をゲーム に

出すつ も りか」「 その選 手以外の新

人が 力 をつけ て きた らど うす るの

か」 な ど、 現実:白勺ないろい ろな譴日

題 を含 め て、増 島先生 や佐 藤 トレ

ーナー と話 し合 い ます。 これは、

マ ツの場合 に限 らず、ほか の選 手

の場合 も同 じです。

手術 をす る とすれば、 な るべ く

早 いほ うが いいので、夜遅 く電話

で増 島先生 と話 した こ ともあ った。

そ うや って話 してい くうちに、 こ

れだけみん なで考 ぇた末の こ とだ

か ら、責 任 を持 って復帰 まで もっ

てい くぞ とい う意気込みみ たい な

もの も、我 々の なか に新 たに生 ま

れて きた よ うに思 い ます。

日立戸塚 の場 合、手術 を受 け た

選 手の 復帰 は うま くいって い るけ

れ ど も、 それ は、選 手本人は もと
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チームの練習に戻ってからの リハビリテーションの過程が本人は最 もつらいという

ょ |)、  ドクター も含 め 、 我 々 み ん  人遅 れ て い くよ うな気 が して … … 。

なの コミュニケ~ン ヨンが うまく  それに、ケガをしたときには下級

いったことが大 きいのではないか  生だったので、ボール集めなど下

と思 ぅ。              級生の仕事 をしな くてはならない

切更入 1~>′、マ
‐        という気持 もあって、なおさらつ

何 が 一 涸象つ ら い 力l    l:il:.li・ I'L・ をした選手 まチ

丁J:以前に座談会や、佐藤 さん  ―ムか ら離れて個人メニューで ト

に書いていただいた前十宇靭帯損  レーニンクす ることが当た り前 |こ

傷 と競技復帰に関す る記事 11986  なっていますが、マツが |'ア ビ`リ

年4月 号)の なかで、手術後だいた  テ~ン ヨンを行っている頃は私が

い 3カ 月 くらい入院 して リハ ヒ |リ   トレーナー としてチームを見始め

テ~ン ヨンを行い、その後通院 し  た年だったので、チームにそうい

なが らの リハビリテ~ン ヨンか 8  うンステムか整つていなかったと

力月目まで続 くとい うことで した  い うことがあ ります。

が、こうした期間を含め、実際の   マツの前に も前十字靭帯の手術

復帰 までの期間に一番つ らかった  をした選手がいたのですが、 リハ

こととぃぅのは、 どぅぃ うことで  ビリテ~ン ヨンのほぼ最初の とき

すか。              から トレーナー として私かみるこ

宮永 :最 初の説明で、 1年経てば  とができたのは、マツが初めてで、

なん とかやれるようになるとい う  そ ういう意味では、監督・コーチ

ふ うに聞いていたのですが、手術  かいて、チーム・ ドクター、 トレ

後 7～ 8カ 月以後、チームの練習  ―ニング・コーチ、 トレーナーが

に少 しずつ参加 し始めて、 自分 と  いて、 という現在のチーム体制が

しては もっとやれると思 うのにや  できつつある大 きな変革の時期だ

らせて もらえなかったのがつ らか  った と思いま■
~,

った。病院 、関東労災病院 )に リハ   ですから、今ではそうい うこと

ビリテ~ン ヨンに行っているとき  はあ りませんか、当時は前十宇靭

はいいのですけれ ど、体育館でみ  帯その ものに付す る知識やその リ

んなが練習 しているのをみなか ら、 ハ ■・リテ~ン ヨンに関する理解か

F〔場で自分 1人 トレーニングしてい  ほかの選手たちに もなかったので、

るのはとて もつ らぃことでした。  元気そうなのにマツはなぜ練習 し

時間か経てばなん とかなると思   ないんだ とい う意識かあって、そ

ってはいましたが、やは り自分 1  れがマツに とってはプレ ソン´~
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と してあ った と思 い ます。

本 人はや りたいのに、や る と私

や 監 督か ,っ 怒 ゎれ る。 す る と本 人

は あ とで、
｀`
ふ くれ っつ っ

″
を しま

す。や れ 1ま 怒 られ る し、 チー ムの

み ん なか らは なん でや らないんだ

といゎれ る。 マ ツの場 合、 そ う。ヽ

う面 で も、精神的 に非常 につ っか

った と思 い ます。

TJ:宮 水 さん 自身や チー ムのみ

ん なが、前十字靭帯損 傷 とい う も

のにつ い て、 だんだん 分か ^て き

たのは いつ頃か らです かっ

宮永 11年 くらい経 ってか らです。

私 の次 に前十字靭帯 を切 った人つヽ

いたん ですが 、 その頃か らだ と思

い ます。 その人は、手術 を しなか

ったの で、練習丁 ると痛 みや 1重 れ

が ひ ど くて、す ご く大変 だ ったん

です。 そォtを み て、初 め てみ ん な、

こん なに大 変 な ものだ とい うこ と

が分 か つたん では ないで しょうか ,

佐 藤 :前十宇靭 帯の手術 を受 け る

場合 刀ヽ な |)の 長 い期間チー ムの練

習に参加 で きないので、本 人か病

院 で どん な苦 しい思 い を してい る

か、 1人 てつ らい思 い を してい る

か は、 チー ムのみ ん なは分 か らな

いゎけ で丁。 そ して、や つ とチー

ムの練 習 に少 しずつ参加 で きるよ

うに な る頃には、見た 目には本 人

は元気 そ うなの で、本 人 もや りた

い し、周 りも「なぜ もっ とや らな

いの」 とい うこ とにな る。 で も実

際 には この時期 に焦 って無理 をす

る と、再 び前 十字靭帯 が切 れ た り、

緩 んだ りして、 それ までの苦労 か

すべ てゼ ロかマ イナ スに な って し

まい ます。私や 観本 さんの立場 と

して も、万か― を考 ぇて、慎 重 に

な らぎるをぇないわけ です。

手術 をせ ずに練習 を続け ていた

選 手か、練習 中に痛 くてプ レー で

きな くな った り、試 合か終 わ った

ら歩け な くなった り、 また練 習 後

は腫 れ て痛 む榛 を毎 日冷や してい

る、 そ うい う姿 をみ て、 十一 ムの

みん な も前十字靭帯損 傷につ いて

少 しずつ分か つて きたん だ と思 い

ます。       、以下 次 引
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競技復帰はどこまで可能になったか
―

中
女子バスケットボール選手の前十字靭帯損傷

榎本日出夫 (日 立戸塚女子バスケットボール部監督)

構成/編集部

連載く12)私の トレーニング・ アドバィス
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前号 に引 き続 き、前十宇靭 帯損

傷か らの競技復帰 をテーマに した

座 談会の内容 を紹 介す る。 出席者

は、 日立戸塚女 子バ スケ ッ トボー

ル部 (以 下 、 日立戸塚 と略 )、 トレ

ーナーの佐藤利 香、前十宇靭帝損

傷か ら復帰 し、 日午年引退 した宮水

美和 (愛 称マ ツ )、 本 誌編集部、 そ

して私 であ る。

「項むオtる 」と`思 うのに

や らせてもらえない

もどかしさ

TJ:チ ームの練習に少 しずつ参

加す るようになってからは、早 く

みんなと同 じようにや りたいとい

う気持が強かったのではないです

か。

宮永 :自 分 としては もっ と動 け る

し、や れ るのに、 なぜや らせ て く

れ ないのか、 と思 つてい ました。

佐藤 :手術 後 8カ 月 目 くらいがチ

ー ムでパ スケ ッ トボー ルを始め た

時期 です が、その頃か らそ うい う

気持が強 くなっていった と思 い ま

す。 それ までは、 ち ょうどその逆

で、本 人は まだ膝 に不安 があ るの

に、 チー ムのみん なは「や れ るん

じゃないの」 とい う目でみていた

時期 があ ります。

榎本 18カ 月 目の頃は、チー ムの

最 初の ア ンプの部分 だけ、ボー ル

の感党 を忘 れ させ ない程度にや ら

せ るよ うに してい ま した。 当然、

コンタ ク トのないプ レー です。

傷三月纂 :う=椰テイ髪10カ 月口が ち ょ うど

夏合宿 だ ったんですが、その とき

は対 人プ レー以外 は全部や らせ る

よ うに しま した。 その 頃 には、「 白

分 は もう絶対 にで きるの に」 と思

ってい る様 子が あ りあ りと分か
',

ま した。 手術 後 1年 後つ までにそ

れか ら約 2カ 月あ るゎけ です が、

その間がマ ツに とって一 番不満 な

時期 だ ったの では ないで しょうか。

宮永 :そ うです ね。 で きる と思 っ

て積極的 にや れば怒 られ る し、や

めれば チー ムのみ ん なか ら何か思

われ る し…… とい う時期 だ ったで

すね。

榎本 :マ ツの 3カ 月前 に前十宇靱

帯 を手術 した ケンの場 合 もそ うだ

ったけれ ど、 チー ムの練 習に参加

し始め る と、みてい るこ ち らのほ

うが不安 でた まらない。せ っか く

ここ まで回復 して きて、 ここで無

理 をさせ て再 び膝 を傷 め て しまっ

ては元 も子 もないわけ だか ら、心

配 で 自然にマ ツのほ うに 目が い っ

て しま う。 チー ム全体 の こ とを考

え る と、 もっ とほかに注意 してお

きたいう塞手が い るのに、 ど うして

も
‐マ'｀ ソ

`り
`ま

うに i申 糸[Lか い く。 ノこ・か

ら、 オー ル・ コー トでは な く、ハ

ー フ・ コー トでや らせ るよ う。に し、

疲 れす ぎない よ うに、 1時間半か

2時間す る とやめ させ るな どして

気 を遺 う。 そ して、マ ツが チー ム

練習か ら抜け る とホ ッとす る。 こ

れ でや っ と、今 自分のや りたい練

習が て'き る とい う|ま し。 マ ツ も つ́

らか っただ ろ うけ と・、 ユ として も

また別 な意味 でつ らい時期 だ った。

佐藤 :こ こで止め た ら 可哀想だ と

思 うけれ ど、 1歩早 め に 止め てお

か ない と、 膝 を傷め て しまってか

らでは遅いという気持か強 くある

から、 どうして も慎重にならぎる

をえない。

痛みがないから、なおさら

「やれ る」と思 う

TJ:復 帰の過程 で痛み は どうだ

ったんですか。

宮水 :痛 か ったのは、 ケカ・を した

ときと、手術か終 わ った ときだけ

で、 それか ら痛 い と思 ったこ とは

全然 あ りませ ん で した。

佐藤 :だ か ら、本 人に してみれ |ま
・

や れ る と思 っていたゎけ です け ど、

榎本 さんや私 に してみれば、だか

ら怖か った し、慎 重に な らぎるを

たなか った。 マ ツの 3カ 月前 に前

十宇靭帯 を切 ったケンの場 合 も、

痛みが な くて順 調に回復 してい る

と思 っていた ら、突然、腫 れ と痛

みが出て、動け な くなった ときが

あ ')ま した。

ケンの場合、私 自身、 チー ムの

トレー十一 として前十宇靭帯 の手

術 を した選手 をみ る初め ての経験

だったので、チー ム練 習へ の復帰

の させ 方につ いての実際的 な知 識

かほ とん どない状 態 で した。 です

か ら、マ ツの場 合は、 ケ ンの とき

の経験 も活か して、 なお さ ら慎重

に しま した。

特にマ ツの場 合、人部 1年 目て

前十宇靭帯 を切って、す ぐに手術

を して復帰 を目指 したので、本 人

もいってい る通 り、膝の痛 み をほ

とん ど経験 してないわけ です。 で

すか ら、マツ 自身は、 ケなの 1市 さ

とい うか、 こ うした らまたケガ を



す るん じゃないか とい う
｀`
実感

″

が あ ま りなか った と思 い ます。

そこが、私に とって なお さ ら怖

い と二ろだ った。

TJ:普 通 は、選手 自身か 自分の

感覚 で運動 量や強度 を調節 丁 るこ

とが 多いですね。例 えば、 足が痛

いか らとか、 これ以上や る ときつ

くて動け ない とか……。 それが、

前十字靱帯損傷か らの復帰過程 で

は、 自分 の感覚 でな く、周 |)の 別

の基準でやめ させ らォlる とい う、

初め ての体験 をす るわけ です ね。

榎本 :そ の基準 とい うの も、今 の

ところは、 はっ きりいって根拠が

ない。 チー ム・ ドクター に も相談

はす るが、 トレーナや私 の総 合判

断 て決め るこ とになる。 また、 チ

ー ム全体 の事 情 で、 ケガ を したそ

の選 手にかか り切 って |ま い られ な

い とい うこ ともある。 前十宇執帯

損傷の よ うなケガの場合 、 その選

手 1人 の事 情 だけでな くチー ムの

事 情 も復帰 のための練習に関ゎ っ

て くるので、 その辺 も非常 に難 し

い ところだ と思 う。

TJ:競 技復帰す るためには、本

人の努 力だけでな く、医学的 なサ

ポー トも含め、周 りのい ろい ろな

力が必要ヽ:スごとい うこ とて'も あ'り ま

すね。

榎本 :手術 を して、病 院 での数 カ

月間の リハ ビ リテ~ン ヨンを終 え、

チー ムに戻 って来た とき、 それか

らの競技復帰の ための トレー ニ ン

グは、選手 1人 では絶対 に無理 だ

と思 う。 復帰 まで約 1年 をメ ドに

す る として、退院 後約 9カ 月間の

具体的 な トレーニ ン グ・ メニ ュー

を提 供 で きる人、 またそれ を常 に

みてや りなが ら精 神的 なこ と も含

め て適切 に指導 で きる人が い ない

と、 その選 手がい くら真面 目な選

手だ といって も、復帰の ための ト

レー ニ ングで まずつ まず くこ とに

なる。 また、 チームの なか で指導

して くれ る人がいなければ、選手

1人 では トレ~ニ ングで きる もの

では ない。

一 口に復帰の ための トレー ニ ン

連載 く12〉私の トレーニング・ ア ドバィス

バ ス ケ ッ トボ ー ル で は 膝 に 負 担 の か か る動 きが 多 い。 実 業 国 の 女 子 バ ス ケ ッ トボ ー

ル ・ チ ー ム で は年 間 約 1割の 頻度 で 前 十 字 靭 帯 損 傷 が 起 こ って い る との 調 査 が あ る

グ とい って も、 出 来上 が ったプ ロ  年 を一 応の メ ドとしてや って vヽ 〈

グラム な ど何 もな い状 態 なので、  わけ だけ ど、 身体 面の トレー ニ ン

それ ぞれのチー ム、選 手がそれ を  グと同時 に、選 手の精 神 面に も二

作 っていか なけ れ ば な らない状 況   分気 を配 ってや る必要 が あ る。心

に あ る。 そ して、 トレー ニ ングを  が病 気 に な って しまっては、 トレ

十分 行ゎずに、焦 ってチー ムの辛東  ― ニ ングその もの も順調 に進 まな

習 に入 ってい くと、 再:び膝 を傷め   くな る。 また、 ケカ・を してい なしヽ

て しま う危険性 が大 きい。     他のチー ム・ メー トに対 して も、

日立戸塚 では、 トレーナーや 卜  今 リハ ビ リを してい る選 手の状 態

レー ニ ング・ コー チがいて、 また  をよ く知 らせ てお く必要 が あ る。

チー ム・ ドクター の増 島先生 や 、   その ため に、増 島先生 や村井 先

関 東労 災病 院 の村 井先生 (理学 法   生 もい ろいろ と気 を酉己って くれ る

療 士 )な どに も協 力 していただ い  し、佐藤 トレーナーゃ 私 も、選 手

て い る恵 まれた環境 にあ るものの、 が復帰 に向か って頑張 れ るよ うに

それ て も前十宇靱 帯 損傷 か らの競|  で きるだけ気 をつけ る。 あ る とき、

技 復帰 は並大抵 の こ とでは ない。  佐藤 トレーナーが「今 日は天気が

現段 階 では、 メデ ィカル な面 も含   いいか ら外 を走 って きます」 と、

め てのチー ムの指 導 体制が しっか   マ ツ と一 緒に ランニ ングに出た こ

りしていない と、本格 的 な競技 復   とがあ ったが、 チー ムの練 習 に ま

帰 は非常 に難 しいの では ないか と  だ参加 で きない頃の こ とで、 これ

い うのが、私 の率 直 な意 見です。  は気分転換の ために外 に 出たの だ

復 帰 す る ま で の 選 手 の
  3・ 主羊豊

i、 二 :畢 ::二し :1夕主

｀

.二
｀`

r｀ .″  ⌒ 日日 略                      ~‐′し  ` υノ!口 J疋塁             ンでつ いてい らオ■るか らで・きるこ

佐藤 i競 技 復帰 までの期 間が長 い  とであ って、 この よ うに、 身体的

だけ に、 トレ~ニ ン グだけ を毎 日  に も精 神的に も近 くで支 ぇてや る

集 中 して行 うとい うのは、精神的   人か い るか ら、選 手 も トレー ニ シ

に も難 しい よ うです ね。 パ スケ ツ  グを長 い期間や |)送 げ るこ とが で

トボールの練 習 をや ')な が ら トレ  きるの だ と思 う。

一 ニ ン クす るの と |ま 大 きな違 いで   TJ:チ ー ム内でそ うや って指 導

す。 ですか ら、 ンユ~卜 練習が行   して くれ る人か いない と、選 手 は

え るよ うに なる と、選手は生 き生   トレー ニ ングよ りもチー ムの練 習

き として くるのが分 か ります。   に参加 したか るで しょ うし、 無理

榎本 :ケ ガの 回復 :こ つ いては、 1  して痛 みが出 る と二ろ までや って
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し ま う́とい ‐`ニ ヒ11も な りやす い

の て しょつね、

佐霧 :'重 れや痛 ムの出 る ところ ま

てや ぅて しまって 1ま とい と思 つ/t

です_少 しくらい痛 `(て もルの II

クD千東'1イ |ま な
‐/tと つ` 二な せ́‐ま

~ヤ
つヾ 、

そのあ とっヽ、 1李 に水か た まった り

碑i.み が出た |)し て、 1-2i旦「1は

練習 で きない とい つ状 態に な りま

す。痛 みが出 る と二ろ までや った

ら、そのあ と|ま 1日 体むだけ では

す まないの で、痛み か出 ない と二

ろでゃ め させ る二 とか重要 だ と思

い ます。

完全に競技復帰す る日謬:明

TJ:宮 水さんか前 ■字靱帯 の 手

術 を したのが 入部 1年 日
`昭

和58

年りの 10月 で、試合に出 るよ うに

なったのはいつ頃か らです か。

宮水 :次 の年の11月 最 初の練 習 午

― ムに確つ`出た と思 い ます。

榎本 :そ の頃には、棟 習 ‐― ム で

は よ く使 っていた。

佐藤 :そ の 年 の ン~ス ン で も 1

～ 2回 1ま 出た よ ,ュ 、 で も、 また・2

年 目で千― ムの主 力では なか った _

榎本 :日 本 リー タで、チー ム とし

て も本当 |=[|ヨ つた状 態 て使いた ヽヽ

と きもあ ったか、 そグ)と きで も、

相 手■― ムでマー ク
~「

る選手、 ま

たはマー クされ る選手 を考ぇて、

こォ■なら大丈夫 としヽ つ とき|こ 使 う

よ うに した。

しか し、その頃 :こ は、プ レー 中

の コンタク トが あ って も大 丈夫 ヒ

い う感 しには なっていた。

佐藤 :現在 て |ま 、 以前 に 1ヒ
ン`、甫t十

字靱帯損傷の リハ ビ リテ~ン ヨ/

の時 期 も早 くな |'つ つ あ る との こ

とですか、 1年以上 かけ たマ ツの

競技 侵帰の期 間が loな 月や 11カ 月

で十分だ ったのつヽ と'■ か は、 その

後の例 として早 くした経 験つ` ない

の で分か りませ ん。

ただ、復 帰の時期 を早 くす る と

い うのは強い希望 で 1ま あ る し、 ま

た早 くて・きる とい う気持 もあ るか 、

確信で きる ものか 未だに なしヽの で、

怖 い とい う気持 が強 く残 ります。

オ夏本 :選 手に無理 を さ―■´
、 再 しヾ

1接 を傷
^て

しまつてはいけ ない と

ヽヽ )́気持 か強 いか ら、 私 として も
~ltじ

対に大丈 夫´ と思 ぇ る くらい

1■ な らない と、 ケー ムに使 った り、

ケー ム形式の練 習 な ど・ をき'+る べ

きで |ま ない と考 ぇてい る。

だか ら、チー ム ・ ドクターの増

島先生 |こ も意 見を聞 き、 ニィ■て再

ひ膝 を ケ ,し た ら、 それ は もう新

しい ケザだ と考ぇ るべ きた とい う

ょ う:こ 1']得 のい くところ まで 1ま 注

ゎない よ つに してい る。

それ と、 その選 手 の動 きを毎 日

複数 の 人た ちで真 劃 にみ続け てい

る と、アヽ ラ′ヽ ラ した り、危 な っか

し,ヽ と感 じる ような一気持 か手女々 と

消 ぇて きて、 自然 な感 じに映 る と

きか あ る。 その ときは、
~あ

あ、 も

う大 丈夫だ な_と 思 う_´ 動 きその

ものの どこか違 うとい うゎけ では

ないが、 自然に そ うみ ぇて くる時

期 つヽ必 ず くる,  (以 下 次号 ,

本格的なアスレチックトレーナーの必読書″

アスレチックトレーニング概論

―改訂新版―

アスレチックトレ“ニング入門
R」。C‖Y・ G.0.Reinhdtz oJ.W.Schrader・ M.J.Smaha共 著

小林義雄 :波多野義郎訳

A4判 388頁 定価 4、 500円

本書は「アスレチックトレーニング慨

論」で得た知識が、実際身 |こ ついている

などうかを確認する自己研修用テキスト

です。フスレチックトレーニングの全て

の分野を1838項 目|こ 分け、各々設間と回

番を繰り返しながら、知らず知らずのう

ち|こ 理解してい<ものです。米国のトレ

ーナー資格認定試験の多くは、この分野

から構成されています。

トレーナーのための 本書はアスレチックトレーニング学の

全てを詳細なつ体系的 |こ まとめたもので、

実践的で解りやすい内容は、米国トレー

ナーの間でも高<評価され、 ｀`
トレーナ

ーズバイブル
″

と呼ばれる程です。本格

的なトレーナーを目指す万のり読書です。

Cal E.Kぼ s・ Oaniel D.Amheim共 著

大畠 裏 。高沢晴夫・波多野義郎監訳

B5半1 527頁 定価9,800円
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連載く13)私の トレーニング ‐ア ドバィス

競技復帰はどこまで可能 になったか
―

下
女子バスケ ッ トボール選手の前十字靭帯損傷

榎本日出夫 (日 立戸塚女子バスケットボール部監督)

構成/編集部

66

9月 号、 10月 号の 2回 で、前十

宇靭帝損傷か らの競技復帰 とい う

テーマ で行 った座 談会の内容 を紹

介 した。今回は、それ らの内容 の

ま とめの意味 も含め て、補 足的 な

話、私の意見を付け加 えてみ たい。

完 全 な 競 技 復 帰 と は

座 談会に出席 して もらった宮水

選手は.前十宇靱帯断裂の ケガ を

したのか、 1年生 (我 々のチー ム

では この ように呼ん でいる)の と

きの 10月 だった。 そ して、彼女 は

その とき、 レギュ ラーの選 手 では

なか った。

チー ムの主力選 手が故障 した と

きには、復帰 までに よほ どの困難

があ った として も、チームは彼女

の復帰 を待 ち望むに違 いない。 し

か し、宮永選手の よ うに レギュ ラ

ー で もない 1年生 の選手で、 しか

も復帰 までに約 1年 を要す るよ う

なケガだった場合、チームは彼女

の復帰 を待て るだ ろ うか ' 正 直

な気持 として復帰 を待つ よ り、新

人を補充 したほ うが よい と考 ぇる

のではないだろ うか
'

1年後の復帰が ,1奎 実か と・うか分

か らない選手 よ り、新 入を採 るこ

とのほ うが、チー ムに とって確実

な戦 力が約束 され るか もしれ ない。

競技 スポーツで、勝 負を追求 して

い く限 り、 こ うした選択 をす るこ

とは致 し方ない面があ る。 だか ら

こそ、現段階 では、競 技復帰の た

めの手術 を選ぶか どうかは、 判断

の非常 に難 しい ところ といえ る。

私は、チームの監督 として、宮

永選 手に、是非 とも競技 復 1景 して

もらいたい と思 った。 彼女 は、手

術後、 2年 生、 3年生 の ときに |ま

出 番かほ とん どなか ったか、 1年
生 の ときには、半 分以上 の ケー ム

に出場 す るこ とが で きた。 そ して、

その年 で引退 した。

前 回、「完全 に競 技 復 帰す る時

期」 とい う小 見出 しで、 彼女 か ケ

ー ムに出始め た頃の こ とを紹 介 し

たが、私 自身は、彼女 が完全 |こ 読

技イ夏帰 したのか どうか とい うこ と

につ いて、戸惑 い を持 ち続け てい

る。 確か に、 バ スク‐ットボー ル選

手 として十分 な動 き、身の こな し

が で きるよ うに なった し、 ゲー ム

に も出場 した。 しか し、私 として

は、 もっ と彼女 に活躍 してほ しか

った とい う気持 もあ る。

スポー ツ医学 の進 歩は、確 かに

彼女 の競技復帰 を可能 に して くれ

たが、チー ムに戻 ってか ら実際 に

復帰す るまでの道の りで、私 た ち

スポー ツの現場 に携 ゎ る者かすべ

きこ と、 これか らしなければ な ら

ない こ とは、 あ ま りに沢 山あ る。

選 手 の 心 の 痛 み は

計 り知れ ない

ケが を した選 手 とい うの は、少

なか らず、心 も
｀
病 気

″
に な る。

ま してや 、前十宇靭帯 損傷の よ う

に、復帰 まで長期 を要す るケガの

場 合、選 手の心の ｀`
病 気

′′
は相 当

な ものだ。

ケ す とい うのは、医学的 に適 切

な処 置 をすれば、回復の時 間の遅

い早 いは あれ、 いずれ、 あ る程度

まで治 って くる。問題 はむ しろ、

心 の
｀`
病 気

′′
だ といえ るか もしれ

ない。 そ して、 この心の問題 こそ、

私た ち コー チか解決 していか なけ

れば な らない課題 では ないか と、

私 は考 ぇてい る。

例 ぇ |ま
‐
、座談会での発 言 |こ も出

ていたよ うに、競技復帰の過程 に

あ る選 手は、決 して無理 しない よ

うに周 りか ら七― ブ させ っれ る。

そ君_ま でブヽ 塞尋=`土 1舌 :こ お しヽて、 無:

理 す るこ とが 当た り前の よ うにな

ってい る競技選 手に とって、精一

杯 力 を振 り校 るこ とので きないそ

のつ らさは、や は り本 人に しか分

か らないこ とだ。

その試練 に さ らされてい る選手

の心 を、 なん とか支 えてや るこ と。

そのための道す しをつ くるこ とが、

これか らの コー チ ングの課題 では

ないか。選 手は、長 い リハ ビ リテ

~ン ヨンの過程 で、 1精 神面、 身体

面の両方において無理 が禁物 だ。

無理 して何か 1つ失 うこ とか、復

帰 の ために決定 的に重要 な ダメー

ジをこ うむ るこ とにな る。

チー ムの 1人 の選手のため に こ

うした心遣 い をす るこ とは、 チー

ム全体のためにマ イナ スに な ると

考え る人 もい るか もしれ ない。 し

か し、前十字靭帯損傷の よ うな重

いケカ・か ら現段 階 で復帰 を 目指 そ

うとすれば、選 手を支 え る周 |)の

多くの力が ない と、あ ま 1)|こ も困

難が 多い と思 う。 私 自身は、 こ う

した困難 を克 ]貫 しなが ら、 あ くま

で勝つ こ とに こだわ ってい きたい

と考ぇてい る。 そィlが、 スボー ツ



ケ ガか らの 競 技 復 帰 は、 選 手 個 人 の 問 題 で あ り、 そ して チー ム の 問 題 で もあ る

連載く13〉私の トレーニング・ ア ドバィス

レー ニ ン クの徴候 といぇ る。 オー

パー・ トレー ニ /グの状 態 では、

ケガ全般 が起 きや丁 くな るも 前十

宇靱帯損 傷が起 きる可能 性 も高 く

なるのでは ないか と思 つ。 私の経

験か らいぇば、選 手つヽ疲 れ て集中

力 をな くしてい る ときに、前十字

靭帯 損傷は 多い とい う感 しかす る。

いず rllこ しろ、 T― ハー ・ トレ

ー ニ ン クの
'1大

態 と、ヽ うのは、 十分

な トレー ニ ン ク効 果 も望 め ない状

態 なので、極力避け るよ うにす る

こ とが賢明 であ る.)オ ーバー ・ ト

レ~ニ ノ クの微候かみ えた わ、そ

の 目|ま 練習 そ早 く切 り上 け、
'た

ハ

日に休ス を取 るな との 早めの 対 策

が必要 だ、

Lヒ L,つ こ _ヒ |ま 、 ■力 |二 t・1-「 る一

般的対 策の政 を出 ないが、 この と1

策だけ で も、 前 |‐ 字執帯 lit riル の 1・

防の第一段階 とし
´
〔角

~効
た と IY、 1■

考ぇてい る,

Iえ の も ヒ・ ひてお '

67

で勝つことの意味 をさらに大 きく

するとい う気がす る。

前十字靭帯損傷 を予防

す る方策はあるか

10月 号 の 冒頭の ところで、前十

字靱 帯損傷 の予防が今後重要 だ と

い うこ とに触れた。

しか し、残念 なか ら、現 在の と

ころ、前十字靱帯損傷か起 こる決

定的 な要 因が分 か ってい ないっ従

って、 ど うすれは防げ るか とい う

具 体的方策が立て ら′しないのが現

状 であ る。

事故 の よ うに、突然起 きる_全

国の 中学 ・高校、大学 な とも 、毎

年か な りの数の 人が前 |― 字靭帯損

傷 を起 二 して い る 可能 1生 か _ら る

(前 十宇 靭帯損傷 とkllら ず :こ li`ん

でい るケー ス も多 くお る と思 われ

る。 この 問題に関 して話 し合 った

もの として、1985年 9-10月 号
‐‐

“談 会 :女 子パ スケ ′′トボー ル選 手

と験 前 |´ 宇靭帯損傷」が あ るの で

で きれば ご一 読 いただ きたいう。

とにか く、前十宇靭帯損傷 の選

手か毎年 多 く生 まれ ていなが ら、

有効 な予 防対策 |ま 今の ところ立 て

られ ない状 況 なわけ であ るが、私

の これ までの経験 か ら、 1つ だけ

予防のために是 非必要 と考 ぇてい

る ことを提 供 してお きたい。

それ は、 オー バー ・ トレー ニ ン

グを避け る とい うこ とであ る。 こ

二でい うオー バー ・ トレー ニ ンク

とは、単 |こ トレー ニ ン グの しす ぎ

とい うこ とを指 してい るの では も

ちろん ない。 Itt■ か次 の 日まで抜

(+切 らず 、次 の 日の練習 でい くら

選 Fか 頭張 ろ っとして も調子 に乗

れ十、逆 |こ 動 きつヽ徐 々に悪 くなっ

てヽヽ く, キ束習 の最 初か らホー ′と

してい て、■ い動 きか全 くみ られ

ない ような状 態 _ 追
'ヽ

`/tだ
ネ東習

を毎 |11‐ tl「 てい る と、 ■― ムの 多

くの選 F・ |こ こ っした状 態が現 ″ォし

る ヒきか あ る

こ つヽヽ うlt態 (よ 、 オー ′ヽ一 ・ |ヽ
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